
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈 個  人 〉 一口 10,000円    

〈団体・企業等〉 一口 50,000円 （一口より何口でも申し受けます。） 

 

 

寄附金は、特定公益増進法人に対する寄附金として 

（１） 個人の場合は、所得税の税額控除など税制面の優遇措置が受けられます。 

（２） 法人の場合は、一般寄附金の損金算入限度額と別枠で、寄附金の合計額と特別損金 

算入限度額とのいずれか少ない金額の範囲内で損金に算入できます。 

 

 

「ひょうご子ども・若者応援団」に対し、平成２７年度中（3月末日まで）に１０万円以上の寄附等をしてい

ただいた場合には、兵庫県が行う建設工事又は測量・建設コンサルタント等の資格審査申請において、「社会貢

献評価〈兵庫県の関係事業に対し支援を行った場合〉」に該当し、寄附をした翌年度（２８年度）の７月１日か

ら２年間、加点対象となります。 

ただし、加点を希望される場合には、建設工事に係る資格審査申請において、「社会貢献評価（加点希望欄）」

に記入する必要がありますのでご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＶＯＬ．１５ 
２０１５．１０ 「ひょうご子ども・若者応援団」通信 

発行：公益財団法人兵庫県青少年本部「ひょうご子ども・若者応援団」 

〒650-0011 

神戸市中央区下山手通４丁目１６－３  

兵庫県民会館８階 

TEL：０７８－８９１－７４１０ 

FAX：０７８－８９１－７４１８ 

e‐mail：ouendan2008@seishonen.or.jp 

ホームページ：http://www.seishonen.or.jp 

  

０６－６４８１－４６３４ 

０７９７－８３－３１３８ 

０７９－４２１－９１０５ 

０７９５－４２－９３５２ 

０７９－２８１－９１９８ 

０７９１－５８－２１３１ 

０７９６－２６－３６４８ 

０７９５－７２－５１６８ 

０７９９－２６－２０４８ 

阪神南青少年本部    

阪神北青少年本部    

東播磨青少年本部    

北播磨青少年本部   

中播磨青少年本部    

西播磨青少年本部    

但 馬 青 少 年 本 部    

丹 波 青 少 年 本 部 

淡 路 青 少 年 本 部 

CONTENTS 

・平成２７年度助成事業 pick‐up 紹介 

・マッチング事業紹介 

   Gallery～資源活用 

・「ひょうご子ども・若者応援団」のしくみ 

・ご寄附のお願い 

 

・ 

青少年の 

自然体験 
 

社会参加 
 

リーダー養成 
 

企業等から提供していただいた多様な資源を、青少

年育成活動に取り組む団体等に橋渡しをしています。 

〈寄附金にかかる税の優遇措置〉 

〈県入札参加資格における加点対象制度について〉 

〈納入方法〉 
銀行振込の場合 

銀行名／三井住友銀行 兵庫県庁出張所 
口座番号／普通預金 3074378  
口座名義／公益財団法人 兵庫県青少年本部 

郵便振り込みの場合 
口座番号／01120-7-52444 
口座名義／公益財団法人 兵庫県青少年本部 
（所定の振込用紙により、郵便局からお振込みの 
場合は振込手数料は不要です。） 

 

 

★ご寄附のお願い 

★「ひょうご子ども・若者応援団」のしくみ 

mailto:ouendan2008@seishonen.or.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企業等から提供していただいた資源を活用した事業の一例・団体等の声を紹介します！ 

〈助成金の募集情報〉 

インターネット等（親子）学習会助成 
地域の各種団体が主催する、携帯電話やパソコンなどのインターネットの安全な利用についての学習会を対象と

して助成します。 ★１件あたり３万円を限度 ★助成対象期間 平成２８年３月３１日まで（先着順） 
 

サバイバルキャンプにてアース製薬㈱様ご提供の虫

よけ製品を活用。親元を離れ自立心を磨き、仲間と協

力し、バーベキューやテント泊を楽しみました。 

無人島では蚊等の害虫が多く、虫よけスプレー

は必需品でした。充分な量を提供いただき、安心

して活動することができました。 

アサヒ飲料㈱神戸支店様ご提供のサイダーをいただいた後、そのペ

ットボトルと牛乳パックを使い、地域の子どもたちに宇宙への夢を持

ってもらえるよう、水ロケットを製作、発射しました。 

暑い時期だったので、サイダーをとても美味しくい

ただきました。初めて作ったロケットが良く飛んだの

で楽しかったです。 

☆広域マッチングについて 

兵庫県青少年本部では、県

下全域を対象に受け入れた

資源を、活用を希望する県下

の全登録団体・グループに提

供しています。 

★企業等から提供される多様

な資源の情報を、概ね３ヶ月ご

とに、登録された青少年育成団

体等にメール・FAX でお知ら

せします。 

 

㈱大地農園様ご提供のクラフト材料を使い、里山キャンプでの自然ク

ラフト作り。アイデアいっぱいの作品が完成し、参加者に好評でした。 

都会では味わえない田舎の良さを満喫できました。

豊富な材料をいただき、素敵な作品が完成しました。 

 

〈平成２７年度「ひょうご子ども・若者応援団」助成事業〉 
◆一般助成上期（４月～９月実施）：１６件（内、新規申請 ８団体） 

     下期（１０月～３月実施）：２５件（内、新規申請 １４団体） 

◆災害復興支援特別助成：６件（※平成２７年１０月現在） ※募集中です 

 

 

事業名：創造の森探検 モンキーブリッジに挑戦！ 

◆森で育まれる恵みを利用しながら、身近な森の大切さを体験し知ること

で、この森が次の世代へ受け継がれることを目的として開催しました。 

◆参加者は育成会員の案内で森を探検、クリの木にできた「クリタマバチ」

の虫こぶを見たり、途中のポイントでは「森のクイズ」を楽しみました。ま

た、会員の手でロープを組んでモンキーブリッジを設営し、子どもたちに

体全体を使って遊ぶ楽しさを体験してもらいました。炊き出しのカレーも

用意し、「森のクイズ」全問正解者には、表彰状、参加者全員に森の恵

みから作ったどんぐり人形が配られ、楽しい春のイベントを終えました。 

〈上期 一般助成事業〉 

事業名：学習支援（ゼロガク） 

◆教師を目指している学生、一般ボランティアが、様々な理由により満

足のいく学習が困難な子どもたちに対し、月４回程度のペースで市

民会館（三田市）の一室を利用し無料で学習支援を行っています。 

◆学校以外では、家庭でしか学習の場がなかった子どもが、新たな学

習の場として「ゼロガク」を活用し、学習習慣がだんだん身について

きました。他地域でもこの活動を広められることを目指しています。 

〈上期 一般助成事業〉 

事業名：赤とんぼプレーリーダー企画「プレパ実施と大学生交流 in 石巻」 

◆何気ない日常を失った被災地の子どもたちが、自然豊かな山で安心して思いっ

きり遊べるよう、宮城県石巻市で出前プレーパークを開催。また、南三陸町の仮

設住宅在住の被災者と「郷土愛」をテーマに交流会を実施しました。 

◆プレーリーダーが見守る中、子どもたちは自然の中をハンモック、 

モンキーロープ、木工などで自由に遊び、心を癒すことができました。 

また、龍野の流しそうめんをふるまい、被災地の方々との食を共にする 

温かい交流ができました。仮設住宅訪問では、参加者全員がそれぞれ 

にとってかけがえのないふるさとについての想いを共有しました。 

〈災害復興支援特別助成事業〉 

ホームページをご覧ください！ 

各事業報告書、助成金情報など最新のトピックスを随時ご紹介しています。 

公益財団法人兵庫県青少年本部ホームページ http://www.seishonen.or.jp 
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